
 

 

 

 

※ 裏面に注意事項が記載されています。よく確認の上、手続をお願いします 

 

 教習資格が認定された場合、住居地を管轄する警察署の生活安全課許可事務等担当窓口

において交付する教習資格認定証は、郵送により交付を受けることもできます。 

また、その際、同時に猟銃用火薬類等譲受許可申請を行うことができます。 

 郵送による交付を希望する場合の手続は以下のとおりです。 

 

１ 教習資格が認定された場合は、教習資格認定申請を行った警察署の生活安全課許

可事務等担当窓口から申請者に対し教習資格認定の通知をします。 

その際、窓口による交付か郵送による交付かをお伺いします。 

 

２ 郵送による交付を希望した場合 

(1) 茨城県内の各警察署生活安全課許可事務等担当窓口にて入手し、又は茨城県警

察のウェブサイトからダウンロードして印刷した 

・ 猟銃用火薬類等譲受許可申請書 １通 

・ 火薬関係納付書 １通 

及び 

・ 手数料２，４００円分の茨城県収入証紙 

・ Ａ４版の大きさが入る封筒（角型２号大） 

  あて名欄に、申請者の郵便番号、住所、氏名を記載する。 

  Ａ４大の用紙１枚、Ｂ６大の厚紙１枚（約１０ｇ：封筒の重さを 

除く）を簡易書留で発送するために必要な額面の切手を貼付する。 

を用意します。 

 

(2)  様式に必要事項を記載し、収入証紙を貼付した上で任意の大きさの封筒に入れ、 

教習資格認定申請を行った生活安全課許可事務等担当窓口宛てに簡易書留郵便等 

で郵送します。 

    

３ 申請内容に誤りがなければ、簡易書留郵便で教習資格認定証、猟銃用火薬類等譲 

受許可証が届きます。 

 

※注意 教習資格認定申請を行った警察署の生活安全課許可事務等担当窓口から連絡 

があるまで、申請書や返信用封筒を送らないでください。 

 



 

 

☆ 申請時の注意事項 
① 申請様式は、茨城県内の各警察署生活安全課にて配布、又はインターネット上の
茨城県警察本部ウェブサイトよりダウンロードした様式のみ使用可能です。 
② 証紙や切手は過不足のないように注意してください。 
③ 講習会の仮予約は郵送手続の場合のみ受け付けます。 
④ 仮予約は住居地を管轄する警察署の生活安全課にて受け付けます。 
⑤ 仮予約の受付時間は、開庁日の午前９時００分から午後５時００分までとします 
 が、担当者不在によりお受けできないことがあります。 
⑥ 講習会の仮予約は先着順とさせて頂きます。また、申請者ごとに一つの仮予約と 
 し、かつ、他人の分の仮予約は受付いたしません。 
⑦ 郵送手続における「公的な身分証明書」とは、旅券、在留カード、特別永住者証
明書、外国人労得証明書、免許証等、住民基本台帳カード等写真付のものを指すもの
とします。（申請日時点において有効なものに限る。） 

 
☆ 郵送手続に関する注意事項 
① 郵送に必要な費用は、申請者の負担となります。  
② 郵送申請の送付は、普通郵便でも書留郵便でも受け付けますが、万が一、郵送時
の事故等が発生した場合には、申請書類等が届かず郵送期限を過ぎてしまうおそれ
もありますので、簡易書留郵便等の利用をお勧めします。 
③ 警察署からの郵送による交付は、必ず簡易書留で行います。申請書類と共に簡易
書留郵便に必要な額の切手を貼付した返送用封筒を警察署に郵送する必要がありま
す。切手が不足している場合は郵送交付できませんので、改めて不足分の切手を郵
送して頂くか、警察署窓口にて交付することになります。 
④ 猟銃等講習会の申込みは開催日の３ヶ月前から、技能講習会の申込みは開催予定
が公表され次第受付を開始します。 
⑤ 猟銃等講習会、技能講習の電話による仮予約は開催日の１５日前まで受け付けま
す。 
⑥ 申請書類及び返送用封筒は講習会開催日の１１日前までに警察署必着とします。 
⑦ 電話による仮予約の内容変更は受け付けません、仮予約後はすみやかに申請書類
と返送用封筒を送付してください。（やむを得ない理由による期日の変更、取消し
は、管轄警察署の窓口にて直接申し出てください。） 
⑧ 猟銃等講習会、技能講習の電話予約をした場合、期限日までに申請書や返送用封
筒が届かない場合には、他の申請者や受講会場に迷惑となるため、仮予約はキャン
セルしたものとして取り扱います。（この場合、期限日が閉庁日の場合は、当該閉
庁日直前の開庁日までとします。） 
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